
都立小金井北高等学校
学校紹介



学校案内（パンフレット）・ポスター



学校生活の紹介

生徒会より



１. 小北の行事予定

5月 体育大会

6月 合唱コンクール

9月 桜樹祭（文化祭）

11月 校外学習（１年）

１月 修学旅行（２年）

３月 球技大会（１・２年）

三大行事



三大行事 体育大会（５月）

応援合戦

体育祭の目玉！



三大行事 合唱コンクール（６月）

有志発表

クラス合唱

ピアノ独奏

ソプラノ独唱
など

コーラス部発表



三大行事 合唱コンクール（６月）

有志発表

クラス合唱

ピアノ独奏

ソプラノ独唱
など

コーラス部発表



三大行事 桜樹祭（９月）

1年 展示

2年 演劇

3年 飲食/販売

部活動等有志



三大行事 桜樹祭（９月）

1年 展示

2年 演劇

3年 飲食/販売

部活動等有志



その他の行事 修学旅行（１月）

沖縄



その他の行事 修学旅行（１月）

沖縄



２. 小北の部活動

男・女バレーボール 軽音楽 パソコン
男・女バスケットボール コーラス 文芸
男・女テニス 吹奏楽 ボランティア
男・女バドミントン 茶道 漫画研究
男・女ハンドボール 演劇 写真
サッカー 美術 野外研究
陸上競技
水泳
剣道
ダンス
ソフトボール

運動部 16団体
文化部 12団体
計 28団体

加入率90％以上！18時部活動終了

勉強の時間をとることができる！



３. 夜間自習室

夜間自習室

• 自由に利用可能！

• 放課後～19時

―
 

講
義
室
２



４. 第二グラウンド

テニスコート（６面）

ハンドボール
コート

バスケットボール
コート



５. 制服

制服：紺のブレザー

• ポロシャツ(白・紺)

• セカンドスカート/

セカンドスラックス
任意で購入可能



教育課程等について



１. 学校生活

小北の一日



２. 学習指導

教育課程の特徴

1学年

2学年

3学年

進路実現に必要な基礎的・基本的

な知識・技能の習得

進路の方向性等に応じた

プレ・専門科目等の選択

志望大学の受験科目に対応した

文系・理系の類型選択
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※「人間と社会」は「総合的な探究の時間」で代替

※必修選択科目（４単位）　下記の（１）（２）のパターンから１つを選択

（１）２単位×２科目

　　　プレ世界史探究・プレ日本史探究・プレ地理探究・芸術Ⅱ（音楽Ⅱ・美術Ⅱ・書道Ⅱ）

（２）化学（４単位）を選択

※必修選択科目（２単位）　下記の科目から１つを選択

政治経済・数学Ｃ

※自由選択科目　下記の科目から６単位を上限として選択

理系古典演習・倫理・歴史総合演習・地理総合演習・公共演習・政治経済演習・

文系数学演習α・文系数学演習β・化学演習・物理基礎演習・化学基礎演習・

生物基礎演習・音楽Ⅲ・美術Ⅲ・書道Ⅲ・音楽探究・美術探究・書道探究・

英語演習・情報Ⅰ演習・保育基礎・服飾文化・フードデザイン・スポーツⅡ
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３. 東京都教育委員会の研究校・指定校

進学指導推進校（H２２～）

GE-NET EE 指定校（R７～）

海外学校間交流推進校（R１～）

東京学芸大学との高大連携（H３１～）

人権尊重教育推進校（R７～）

IBLハイスクール指定校（R７～）



３. 東京都教育委員会の研究校・指定校

理数研究校（H２８～R７）

女性活躍推進事業協力校（R７）

※ 昨年度まで



①GE-NET EE 指定校

グローバル人材育成に
必要となる資質・能力の
一つである、生徒の英語
によるコミュニケーション
能力の向上を図るため、
英語教育を推進すること
を目的として、令和７年
度より指定されている。

区

部

多

摩

小山台

田園調布

駒場

新宿

青山

杉並

竹早

江北

上野

両国

城東

小松川

小岩

桜修館

国立

立川

日野台

小金井北

調布北

松が谷

保谷

翔陽

昭和

狛江

多摩科技

福生

国分寺

町田

成瀬

武蔵

30校



(1) 4技能のバランスのとれた英語力の育成を推進

(2) 英語等指導助手(JET)を２名配置

・英コミⅠ,Ⅱにおける教員とのTTの実施

・英作文の添削指導

(3) 検定試験「英検」を生徒全員が受験

 (東京都より受験料補助あり)

(4) 英語によるプレゼンテーション、ディベート等の実施

(5) 年８回のオンライン英会話(１学年)

①GE-NET EE指定校 

本校の取り組み

JETによる英語の授業

ALL Englishで行われています



②海外学校間交流推進校

オーストラリア ニュー・サウス・ウェールズ州

ウヌーナ(Woonona)高校との姉妹校協定

(令和元年10月9日指定)

ウヌーナ高校

演劇科・工業デザイン科を含む

公立中高一貫校

シドニーから南へ75km

(NSW州第3の都市Wollongongの

北部郊外)



生徒の行き来を行う

<令和６年度>

ウヌーナ高校から10名程度の生徒が本校を訪問

滞在期間は本校生徒宅へホームステイ(３泊)

ディズニーランドへ招待

<令和７・８年度>

本校生徒がウヌーナ高校へ短期語学研修 (８年度は７月20日～31日)

滞在中はホームステイを予定

②海外学校間交流推進校

本校の取り組み

ウヌーナ高校正門
参照：wikipedia



多

摩

チーム・

エデュケーション

01

放課後に、教職に関する基礎

知識や教師の使命・役割、教

育理論・指導方法などを学ぶ

ワークショップ

02

夏休みや土曜日の午後、大学

院生が大学院での学びや研究

課題について、分かりやすく解説

及び演習を実施

セミナー

03

１・２学年全員を対象に、大学

教員による教員の魅力を伝える

特別講義

③東京学芸大学との高大連携

学習ボランティア

04

放課後、小金井市緑小学校・

緑中学校にて、大学生を手本に

小・中学生の学習支援を行い、

教員としての仕事を体験する。

異文化交流会

05

東京学芸大学の留学生と本校

の生徒が、日本と留学生の母

国の教育などをテーマにディス

カッションし、交流する。 小金井緑小での学習支援ボランティア



④理数研究校（～R7まで）

理数に興味を持つ生徒の
科学的に探究する態度や
能力を育成するため、課外
活動等を通して、理数に関
するテーマの研究を行う。ま
た、その成果を校内や各種
科学コンテスト等で発表す
るなど、特色ある教育活動
を実施する。

本校は平成28年度から
令和7年度まで継続指定。
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多摩

24校



(1) 解剖実習(6月)

(2) 森戸海岸磯観察実習(6月)

・磯の生物の採取と同定および分類

・海岸域において生物種が多様化する理由の考察

(3) 高尾山植生観察実習(10月)

・植物の同定方法と分類、三宅島の植生と比較

(4) 三宅島野外研修(11月 2泊3日)

・島の植生観察や生物学的な視点から火山島の暮らしを考察

(5) 東京都サイエンスフェア(11月)

・生物分野で１チーム出場

『Pisum sativum(エンドウ)における光波長制限化での生育への影響について』

④理数研究校  取り組み内容

三宅島にて

豚の心臓解剖の様子

令和８年度も一部の取り組みを継続しています。



本校の進路と

進路状況について



①進学指導推進校

平成22年度から指定。

進学指導推進校では、生徒

の希望進路を実現するため

、優れた教育活動を実践す

るとともに、生徒の着実な学

力の伸長を図り、進学実績

の向上に取り組んでいます。

区

部

多

摩
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豊多摩
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墨田川

城東

江北

江戸川

上野
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調布北

日野台

多摩科学技術

昭和

15校



(1)進路部を中心とした組織的・体系的な進路指導体制

(2)外部模試試験等を活用した、継続した学力データ分析

(3)学力データ分析に基づく、面接指導、補習・補講の実施

(4)授業アンケート、授業研究を活用した授業改善

(5)大学進学を見据えたキャリア教育の充実

(6)知徳体の調和を目指す学校運営(学習との両立支援)

(7)大手予備校の映像授業の年間受講(別途費用が必要)

(8)夜間自習室の開設と自習スペースの充実

(9)自主学習支援アドバイザーの配置

②進学指導推進校としての本校の取り組み



(1)小北スプリングセミナー（1学年4月）

本校の進路実績と進路行事、各教科にて予習・復習の仕方、

ノートの取り方などのオリエンテーション

(2)各学年ごとの進路ガイダンス

模試の振り返り、3年生0学期ガイダンス、本年度の入試動向など

(3)卒業生講演会（1・2学年3月）

③本校の進路行事

卒業生講演会の様子
本校の３年生が受験勉強のノウハウ

を丁寧に説明してくれています。



④進学実績 国公立大学合格者数の推移



④進学実績 早慶上理 現役 延べ合格者数



④進学実績



④進学実績

主な国公立大学

2025年 43期生（主な国公立大学）
東京科学大（3名）、北海道大（1名） 、東北大（1名）、横浜国立大（2名）、
筑波大（1名）、お茶の水女子（1名）、千葉大（1名）、電気通信大（1名）、
東京外語大（3名）、東京農工大（5名）、東京学芸大（13名）、
都立大（14名）、帯広畜産大（1名） 等

2026年 44期生（主な国公立大学）
東京科学大（1名）、東北大（1名） 、埼玉大（1名）、千葉大（1名）、
お茶の水女子（1名）、電気通信大（1名）、東京外語大（1名） 、
東京芸大（1名）、東京農工大（4名）、東京学芸大（3名）、都立大（12名）、
茨城・和歌山・高崎経済・秋田・都留文科大（1名） 等



小北の探究について



1学年

2学年

3学年

３. 学習指導

教育課程の特徴

進路実現に必要な基礎的・基本的な

知識・技能の習得

進 路 の 方 向 性 等 に 応 じ た プ レ ・

入門科目等の選択

志望大学の受験科目に対応した

文系・理系の類型選択



能力 内容

COaching
（コーチング）

他者を指導するだけでなく、自らのセルフ・コーチングも含めて
、目標と成功に導くプロセスを設定し実践する

K/Critical
(クリティカル)

問題や現象に対して、従来の思考法に囚われることなく、
多様な価値や意見を論理的に整理し、本質を見極める

Innovative
（革新的な）

伝統や固定概念に囚われることなく、柔軟に、そして独創的に
発想する

Teamwork
（チームワーク）

協働や協業を通して、課題の解決を図る

Autonomous
（自律的な）

探究や学業に自律的に取り組むだけでなく、
積極的に社会へ参画していく意識を育成する

COKITAの探究



テーマの設定

論理
コミュニケーション

講演会
大学講義など

新書
ビブリオバトル

探究のお作法

COKITAの探究

１学年の探究活動：個人の探究テーマの設定



COKITAの探究

論理コミュニケーション(表現力の訓練)

● 生徒の表現力と論理力の育成

● 慶応大学の外郭団体SFCフォーラムが運営

テーマ設定に向けて、知識を深める活動

● 大学教授や専門家などによる講演会

● 新書を読んで先行研究に触れる

 →新書ビブリオバトルで「面白い研究」を共有

● オリジナルテキストとワークシートで探究のお作法を学ぶ

● １年３学期に「個人探究」計画書を提出



テーマ

設定

COKITAの探究

２学年の探究活動：テーマについての論文作成

個人探究
論文

プレゼン

２年３学期に生徒一人一人

論文を提出し、発表する



ゼミ

01

・1学年を12のゼミに振り分け

・担任6名＋6名の授業担当者

・生徒の発表、ディスカッション中心 

チュートリアル

02

・チューター1名につき生徒5名

の論文指導

・チューター(サポーター)は全教員＆

  卒業生などの大学(院)生

COKITAの探究

個人探究を深める２つの形



ＩＢＬハイスクール指定校

Inquiry Based Learning (=探究型の学び)

の頭文字をとった指定事業。探究活動の一環として、地域の小

中学校との連携（小金井市立緑小学校、緑中学校）や地域

社会（令和7年度実績 ムラコシ精工様、府中市市民活動セン

タープラッツ様）との連携、大学（東京学芸大学）との連携等

を展開している、探究学習のパイロット校（都立高校14校）の

一つに指定。

指

定

校

竹早

小松川

両国

桜修館

町田

八王子東

小金井北

小平西

日本橋

本所

葛西南

日野

日野台

南平



ご清聴、

ありがとうございました



● 今後の広報活動

● 桜樹祭(文化祭)

● アンケートご協力のお願い

学校パンフレット裏面に記載

9月5日(土)、6日(日)

諸連絡

本日はご参加ありがとうございました！！

予約不要です
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